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去る 4 月 1 日に日本医学会連合から「フレイル・ロ
コモ克服のための医学会宣言」が発表されました。ロ
コモを扱う整形外科医にとって重要な内容なので本稿
でも取り上げさせていただきます。

元々は2019年に開催された第155回日本医学会シン
ポジウム「超高齢社会における医療の取り組み―ロコ
モ・フレイル・サルコペニア」を契機に，領域横断的
なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググ
ループ（中村耕三先生座長）が設置されたのが始まり
で，その活動の集大成の 1 つとして今回の宣言の運び
となりました。ワーキンググループのメンバーは，シ
ンポジウム組織委員を中心に，日本老年医学会，日本
整形外科学会，日本サルコペニア・フレイル学会，日
本運動器科学会，日本リハビリテーション医学会のメ
ンバーと診療科横断的に組織され，「人生 100 年時代」
の健康寿命延伸の対策を協働して講じていこうとする
趣旨です。

宣言は下記の 4 項目からなります。（1）「フレイル・
ロコモは，生活機能が低下し，健康寿命を損ねたり，
介護が必要になる危険が高まる状態です」，（2）「フレ
イル・ロコモは，適切な対策により予防・改善が期待
できます」，（3）「私たちは，フレイル・ロコモ克服の
活動の中核となり，一丸となって国民の健康長寿の達
成に貢献します」，（4）「私たちは，フレイル・ロコモ
克服のために，国民が自らの目標として実感でき実践
できる活動目標として 80 歳での活動性の維持を目指
す「80GO（ハチマルゴー）」運動を展開します」

（1）と（2）はフレイルとロコモの概念の説明と予防・
改善による効果の説明です。（3）は私たちが活動の中
核となって国民の健康長寿の達成に貢献するという決
意表明で，（4）は活動目標として「80GO（ハチマル
ゴー）」運動の展開を謳ったものです。「80GO（ハチマ
ルゴー）」運動とは，80 歳で歩いて，あるいは車いす
でも自力で外出できる状態を示し，これを一つの目安
として国民的気運を高めていこうというものです。フ
レイルとロコモは概念的には異なりますが，健康寿命
の延伸という目標は同じですので，今後の運動器疾患
への啓発が一層進むことが期待されます。

さて，今月の特集は東京都立墨東病院の山川聖史先
生にご企画いただいた「整形外科医による整形外科医
のための漢方入門」です。私も含めて多くの整形外科
医にとって漢方に関する知識は限られており，ごく少
数の限られた漢方薬を処方するにとどまっているので
はないでしょうか？　一方，漢方に関してもっと知り
たいと思っていてもどのようにアプローチしていいか
わからない整形外科医も少なくないと思います。山川
先生はその序文の中で「内科・外科医や麻酔科医でな
く，普通の＂整形外科医による，整形外科医のための＂
漢方入門を企画した」と述べられています。今回の特
集を通じて，漢方の知識を深めていただき，日常診療
に是非お役立ていただきたいと祈念します。

 （中島康晴）
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